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1. はじめに
人同士のコミュニケーションにおいて，人は無意
識のうちに他人の仕草や癖，振る舞いを模倣し，模
倣された人は模倣した人に対して良い印象や好感度
を持つとされており，このような効果をミラー効果
またはカメレオン効果と呼んでいる [1]．カメレオ
ン効果に関する研究は多数存在し，近年では，人同
士におけるカメレオン効果の有効性の評価の他にロ
ボットや仮想エージェントが頭部動作を模倣するこ
とによる，人-ロボット，仮想エージェント間のカメ
レオン効果の導入とその評価が行われている [2].カ
メレオン効果が本当に有効なのかに関する評価や，
人-ロボット間のインタラクションにカメレオン効
果を導入する研究は行われているが，最も根本的な
課題である「人同士のインタラクションにおいてカ
メレオン効果が生じるのかどうか」を判定するため
の研究は少なく，その手法は定まっていない．
本研究では，OpenPose[3]と呼ばれるマーカレス
な姿勢推定アルゴリズムと 16層からなる畳み込み
ニューラルネットワーク (Convolution Neural Net-

work,CNN)であるVGG16を用いて，2者間におけ
る新しいカメレオン効果の有無を検出するための手
法の提案を行う.

2. 研究概要
2.1 カメレオン効果の検出
カメレオン効果の有無を検出するためには，判定
対象となる 2人それぞれのの全時系列の姿勢情報と，
カメレオン効果発生時の 2人の姿勢の時間差を考慮
する必要がある．本研究では，姿勢情報の取得には
OpenPoseを用いる．また，カメレオン効果発生時
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の 2人の姿勢の時間差について，Sparenbergらの
研究では，カメレオン効果発生時の 2人の姿勢の時
間差は 2-4秒程度が適切であるとされており，その
他の研究においても遅延時間を 2-4秒と仮定して実
験を行っている [4].そのため，本研究では，2秒の
遅延を考慮したカメレオン効果の検出を行う．
OpenPoseは 1人に対して全 18のキーポイント

があり，1キーポイントあたり x, yの座標 (0-1に正
規化)を持っている．2秒の遅延を考慮したカメレ
オン効果の検出を行うために，本研究ではまず，2

者全てのキーポイントについて移動平均をとり，各
キーポイントについて 2秒ごとに時系列をずらした
x，y平面の軌跡をグラフに描写する．次に，学習さ
せたVGG16で軌跡を描写したグラフがカメレオン
効果が発生している可能性があるかどうかを出力す
る．最後に，同じ時系列について，全 18個のキー
ポイントのうち，13個のキーポイントがカメレオ
ン効果の可能性がある時，カメレオン効果が発生し
たと判定する．OpenPoseで取得されるキーポイン
トを図 1に示す．

図 1: OpenPoseのキーポイント

3. 実験と考察
本研究では，提案システムの評価を目的としてい

るため,動きが大きく 2人が同期しているか否かが
判定しやすいラジオ体操の動画を実験素材とし，カ
メレオン効果ありとする動画 (図 2a)とカメレオン
効果なしとする動画 (図 2b)を使用し，各キーポイ
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(a) ラジオ体操を編集した動画 (カメレオン効果あり) (b) ラジオ体操を編集した動画 (カメレオン効果なし)

図 2: カメレオン効果の資料動画

ントと時系列から得られた軌跡のグラフについてカ
メレオン効果の検出のための実験を行った．グラフ
は青と橙でそれぞれ軌跡を描写した 224× 224のカ
ラー画像で，軌跡以外の空白部分の影響を抑えるた
めに，ピクセル反転 (255から原画像の各画素値を
引く)した画像を生成し，これを入力としている．
学習用データセットは，カメレオン効果ありとする
データを 2618枚，カメレオン効果なしとするデー
タを 1239枚の計 3857枚となった．うち学習に使用
するデータは 3085枚，検証用データの枚数は 772

枚となった．図 3は精度, 図 4は学習に対する損失
である．バッチサイズは 128, エポック数は 100で
ある．

図 3: 精度 (accuracy)

図 4: 損失 (loss)

また，テスト用実験動画としては，ラジオ体操の

動画を 2秒の遅延を考慮した動画を作成してテスト
を行った．カメレオン効果が発生していると考えら
れる区間に対しての精度は 81%であり，カメレオン
効果の判定が適切に行われていることが示された.

4. まとめ
本研究では，2者間における新しいカメレオン効果

の有無を検出するための手法の提案を行った．Open-

Poseから得られた各時系列とキーポイントの軌跡
を描写したグラフを入力として学習を行い，カメレ
オン効果の有無を判定した結果，81%の精度でカメ
レオン効果の判定ができているという結果を得た．
従って本研究の提案が，カメレオン効果の有無を判
定するための最適手法であることを示した．
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